
卒 業 お め で と う ご ざ い ま す ！ み な さ ん の

成 果 が 稔 り 本 年 度 の 農 場 予 算 （ 万 円 ）1,156
を 大 き く 上 回 る こ と が 出 来 ま し た 。 第 ３ 号

で は 、 農 場 生 産 状 況 の 報 告 と 先 に 行 わ れ ま

し た 。 校 内 農 業 ク ラ ブ 研 究 発 表 大 会 の 結 果

に つ い て も 併 せ て 報 告 し た い と 思 い ま す 。

尚 、 農 場 の 売 り 上 げ の 金 額 は 全 て 県 に 納 入

済みです 。

お か げ さま で 収 穫 の秋 を 迎え 、 作 付け し た３ 種 類の 作 物の 生 産を 上 げる こ

とが出来 ました 。それ ぞれに ついて 説明し たいと思 います 。

・ ～ 「ひ と め ぼ れ」 に つい て は 若干 カ メム シ の被 害 を受 け てし ま いま し水 稲

た が 「 コ シ ヒ カ リ 」 に つ い て は 、 大 変 品 質 が よ く 、 精 米 し て 販 売、

したと ころ大 変よい 評判を 頂き喜 んでいる ところ です。

・ ～ 例年通 りのよ い出来 でした 。ソバ

・ ～ 昨年に 比べ豊 作であ りまし た。サツマ イモ

プ ロ ジ ェク ト 学 習 につ い ては 、 ２ ・３ 年 の作 物 専攻 生 が、 校 内発 表 会に 向

けてただ いまデ ータを 集計中 です。

九州から 来ました

（ ）９月に 子牛が ２頭 メス

生 ま れ 、 現 在 、 す く す く と

成長して います 。

ま た 、 １ １ 月 末 に は 九 州

産 （ 鹿 児 島 県 ） の 肥 育 素 牛

お母 さんと一緒５頭を導 入しま した。

こ の 牛 を教 材 に し て、 新 ２年 生 の プロ ジ ェク ト 学習 を 進め た いと 考 えて い

ます。

今 年 度 の プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 で は 「 耶 麻 農 牛 の ブ ラ ン ド 化 を め ざ し て 」 を、

。テーマに 夏 休みに行 われた、 県農業 クラブ 研究発 表大会 で発表 してき ました

現 在栽 培 し て いる 野 菜 は、 ハ ウス 内 での 春 菊・ ホ ウレ ン ソウ ・ 小松 菜 ・水

菜 で す。 で あ りま す が、 他 の野 菜 は１ 月 中旬 頃 が収 穫 最盛春 菊 は 収穫 最 盛 期

期と 思われ ます。

生 徒は プ ロ ジ ェク ト 学 習の ま とめ の 時期 に なっ て いま す 。計 画 通り に 実施

で き なく 、 予 定 とは 異 な って し まい ま した が 、昨 年 の経 験 を基 に 各自 頑 張っ

て 取 り組 ん で い ます 。 １ 月２ ６ 日の 発 表会 に は、 各 学年 か ら１ 題 代表 者 を選

び、 出場し たいと 思いま す。

花 満 開種子をま いて２ヵ月 後

本 年 度 の シ ク ラ メ ン の 研 究 か ら 会

津 地 方 の シ ク ラ メ ン の 栽 培 は 、 夏 越

し が 一 番 の 課 題 （ 本 年 度 の 研 究 で も

実 証 済 み 。 こ れ を い か に 克 服 す る か）

に懸 かって います 。

、 、 、卒 業を祝 うかの ように 本校 温室は 写真の ように プリムラ 類 シネラ リア

カ ル セオ ラ リ ア 、ベ ゴ ニ アセ ン パフ ロ ーレ ン ス、 パ ンジ ー など が 咲き 乱 れて

お り ます 。 本 校 の卒 業 式 を皮 切 りに 喜 多方 市 内の 小 ・中 学 校の 卒 業式 も 飾る

こと になり ます。




